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ま え が き
1）この速記録は、昭和55，56，57年度文部省科学研究費総合（A）
によるもので、研究者は次の通りである。
 江見康一、丘本正、大屋祐雪、坂元慶行ζ鈴木雪夫、竹内済、
西平重喜＊（代表者）、野沢正徳、広田純ミ藤本煕、松下嘉米男、
松田芳郎ミ三潴信邦ミ森博美ミ山元周行（・推進係）
2）インタビューの聞き手としては、研究者以外の方々のご援助を
得た・その方々のお名前は、別巻を参照のこと。
3）この速記録の原本は、統計数理研究所図書室に登録保管される。
そのほか、話し手と聞き手及ぴ関係の協同研究者が保存する。
4）この速記録の利用に制限はつけないが、話し手、聞き手、研究
代表者または推進係と話し合った後にされるよう希望する。
5）速記録を個人的に研究するため、ゴーピーを希望する方は、代表
者がコピーしやすい形で保管しているので、それを利用するこ．と
 ができる。
以 上
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樋口 本日はおノ1亡レいところ菩．ありが’とラこnさ’’います。
 最初1こ、伏見先生で．、赴い当たリます勿は、昭禾引7年に
「確率論及統計諭・八本乏お一忠レになリまレす・．ことで’、
袖ビ・も中学卒業して少し†・っす・1女かレプ～ラ†。んで’すけれ
ビも、リフ1テケ本†～ヒいラこヒて∴、本†～け買いましk。
そ・とき11全然ま崎めれんで1し．llレ＝わかリまセん
で．’し仁。
 そザラぽ統計左やるなビ’ということ．卵1て一おリま
せんて一したけれど・・ ?A1・汁ま文学左卒業！してこラい’ラ
商売に合ソまし†・。あパろからは大分統書す州きが交
わってまいソまして、放理統計学など一が’膨大なものとな
リまし↑㍉ ところが’先生のお書き1こ乍っす・『確率訴サ及統
計諭」は、構成’が1．正鵠を射ている といいますか、・むしろ
後て・’発走．しナ・一ものの中に旗直のような鹿レ1（毛。毛あソ
まレて、私ビ・」もはずっヒ次れ’?Sハ頼リにレておクます。
 きょうはインターヒ’’ユ丁左させられることにケリまレ
て、こ（検会卜本をお書きになフ↑て背景といい二．ますか、
先生か俳串にこ’・関1｛をお持ち1・なフkことヒ．か、それか
らお勉強乍さっ仁こと’とヵ＼、 そういうことについて何フ
てみたいと思Iいます1兵の時ブベに片いてすて．．にぞラい之
先覚的なことをなすったヒいうこと．ま、私に」フて鷲さ
な列です。
伏見 私ハ先生にしL・’内恭君先生という方6・・おられます。
ば（は、高等学校1ま東京高等学校ヒいラ7年制勿馬箸学
校て｝、みてこの高等秤最後の3年なんて・・すけれと・・．も、そ
こで・・山内李方本生1…力学差敢えてい†・ドいす㌧
 山内先生というのは、東大の物理敢室卜寺沢尭一ヒト
            i
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                     トフコヲう」大末・又がい支し・て、・て（オ（’スに認ハら外マ東商ハ毒（授
になフて2～3年してから、工事部（力学放室列主任に
なら札で、工学部で・ず’フと九字（先生ブっfごんで‘’すれ。
伍にまト王星掌師に麦わられま1すけれど1も。’そ（山内先生
．1三ヒにヵく／東二束．脈・時代ド払は敢わ1ア干わけケ人て・、、
いまで・・も頭かご上Iが・らないわ．けなんて二・す。一遮先生、生徒
という関係になフて・試験（・壱・を、野．られると1一生頭が
上が’らな’い。（笑）
 て勿先生の一高で．の同級生1て河出孝雄という人がいア・
んで・す。てれ州河忠・書房と1ニラ出版社三．間いてハれて、
そ（お話し合いて’’、河忠書房といラの．．は小説ばかリ虫し
てい†（ん†～ヒ、忍一いますが・、戦争間並になフ．てきて、いろ
いろ醐叶万両をやらない．と立っ了いけ．ケいということll
なったらレくて、山内さんヒォ目汝なすフて、「鷹凋叡学講
庄一ヒいうメけっくリ．にい㍑で一す・か、そ川こま
ハ雄率論亭書けヒ■う二“命令が’山内先生からまいソまレ
て、私はもラ・そ’（とき大阪ド兵リまし斥か・、山内先生ヒ
もなるとと1〈がくこわい先生ですから、 てのこい命＼令に一
毛二もなく従っ了．お受ゲしたわけで’’す・
 お受けし才・の1交いいんですけれと∵ガ層い本芭書，く巧
1ま大変な仕事．ナんで一すね一．（笑）貫粁笑＾的なごヒはげっ
、10っヤー．下．今．1’ま’s・．・I全体刑賀粁の平分ぐら一まで11一
そ外1人前がらψ・”けてげっげフ自仰勉強としてで・あて
い仁んで十け1れとガ・哀．ヒ峠分ぐらψ者さ始外てわ・
らかき集＾†1わけて一す。（実）予れて・丁｛←以華びまレて一
最後に1ま河I縁走[がら夏休〃7月ブろド電報外来て、
茅月ω年1たこ’ろに電孝艮が’来てヒいラよラに、電幸屋が’矢継
叫㌧来．†㍉㍗1㍗∵㌣・キ李芦しく一なリーま一レて・．仇
             2
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から先は大学（づ士事をしばらくネ用上げ’1（∴トレまして、
朝がら晩まで、原稿ばかリ書いていた。それ1で’6算がな、
ちょうピ草く争一がツ言まっkころにづ士上がっアくんびヤないて’
レよラが・ てれで一翌年に出版されトわけて’’す。
 7いて・にいい奏すと、叢書（中には、布石ケ（は・私（
ま仁先生に当†てる友丘晋といラ流体力学（先生が・・楕圓
画叙1．というのを峠きにゲて∴外毛日本て一いえば
楕円関数の本当（初めてけやないんて・レよラがね。ドか
らあ・「腐用教学講座・ヒいう巧はいラ今な意味で1・．山・
内先生こ．’自身・も「代着丈と幾4可学、 といフた’づ・ヶ、要Iする
に緯形代’荻（本ξお書きになフた。あ（†にはいろい㌧ろ
ヒ名老1・1いっげいあっkと思ラんで・．青がべ、トとえば坪苛
忠二・さんの一「振動の話」・こつ・しまト非常．ド（んきな本て＼
ほヒんヒ11本当にご1自分の体、験1しブ。こしτ～一けしか一書いてな
い。非常に楽しい本だフた。
 ほかに一番．才員をなすったというが待暮、レ仁ビいうか・
大’ 芫煦ｽ師光生が・I「王ギ画敦・圓ナ壽画数・メ蓬．幾・何画婁支」 ヒい
1三蝉で・要する1リくイヤ．一1うンセンテ．シ・タパ7・
ン7ショ』唐?ﾈ書きドなっト巧に、戦’争（末期1（なリま
レて、それで・・出版梓に原稿走疲レて、、そして組んで・ゲラ
刷リ中・で．き†・く・・い．1升と三ろで・末’々二とヤニ’れ÷、テ≒I∴
デラ刷け一け残・．っトんで一すよ。それで・そム・ザラ刷バ戟’
後になってコピーレて再版されkんで・すか・、．何ヒ毛お｝、
て・・抑、ゲラ刷リガ二三忠け巧は．（実5一十・い’メえ損㍑
すっトと思います・丈升先牛∴しか・レ兵れも私はIｼ率．．甘．
と思いますカ。
 そ（「庭用数掌講産。という（は全体としてハづタ．ラ・
入で叩、当時ヒレ1て．はなか．なギよ．か？．．ト、←息ドま．．す」〆、．∵ぼ
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く（本は・菅井準一といラ科学評論家＾右グまレて、，そ
の当時、大・日本坦版協会ヒか何ピカ、いう4州あフて、’て
こバ胴紙（割当をやる々て帆すよ・こういう本はいい，本た一
から亭氏を フけよ ラ とカ・、 こ う’い）・本は く だ■らケいカ、二高氏
とやらケいといっ†・よう・な、ラういう用紙害リ当季貢会と
いう（か次1jまレて・、菅井さんか讐≒こに’いて、同目寺にこ
ラいラ本はいい本†～から推薦する、一と、∴プ推薦図書（制
度走持ラていたんでしすよ。そ（菅苛準一さんが推薦図書
にして千れ†・わけて‘’すよ・㌣れで高氏つ割当かムったセい
か知らないんて・・す．けれヒ’しも、たくさ‘ん出まレてね。猛口
先生まで．‘夏フ て㌧、｝トプ～いトそうで、（笑） 印禾え（一苦アーをつ賭
けさせてい†・†｛一ぺ・て∴ト礼老中レ上け’’ます。前後1万邦
刷っているんてnす．よ。 ．   ．
碑口 そうで‘’すが。す’’いぶんたく・さん牟て、本・当に非常
1（いい本†三’’といラ声州高がった舌ので一すから戸
伏見だから戦争†は1、そういう紬で大分1ト産いε減
が・セていr〈ト＾い仁。
 戦’係に生フて中国へ行きまし†・から、青、満州て・・勉残
レて1・て日本蒔（で・きる中国（人†二ちの何んかから、「先
生（木暮碑みま．ゾ1よ・なんて一おれ1・∵ま一リ！万音声
二つ．うち・何冊ヵソま糾w11ま．で行っていたやけ．てプ久
 （笑）
」二．亨て．・’話走もヒヘ戻レまレて・ピ．1レて山内さん州ず
∵∠．li紬諭牽寺かセる｝うトなった・1・、ば・はあ・本と
書い111・けでわて・準率論そのザピあるいは練亨†
和幽．今よう有意味のI論文を、1まとんと・書いてない・
フーま，リ．辱若論文と∴・ラ（はほとんピないわけて．’すれ。．卜
1二…卜、．、ザブ∴狂ド〆斥・牛（本（中仁も一書．い．、下、あ月一．戸挿・，牢
∵．’∴…一…1。 ・’。一 一．一∴∴・
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見（方ラ去というρぺあるんてへすが’・それは←力’レ・気象
州題に対レて通用しようと・いうの1オ祈しかブトかと赴
いますけれ．どIも、物理．の世界で’はフMラウニ了ソー・モー．一シ
三ブ（Br◎肌iaγし㈹土10れ）の詩と本貫的には同ひ・二とて‘’、
フ・ラウニ了ン・・巳一ション（言古を’ ﾗ強レてい辰こヒ．・のパ’
イフ0pIu・ト叶いないなんて’’プ才リ㍗ル昨李
帥とんビ．していないので・ぽ’・州’確予綿杉’といわれ一
るヒいささか困るんて・’すが’、私の気持、ちとレては確率論
者卜・実的るつもリで’あリまレて・オ、レは確率論で’微
を食ラてみせ．るといったよラな大言＃話左．何が山内．先生
・前で，しちゃっ†二んで・すわ．それで・、それならおまえ’卜
碓幸諭を書がセるとい．）ヤリとリド与ブトということな
んて∵す。
 それで・これから、と・・うレて産率論を1ヤろう．といって宣
言しkかヒいうゆえんをお・話レ中し上げますと、そのこ
と（起こ・リは、要ずる一」・寺田物翠学といラも4にあるわ
けで”す。．私か学生になっトころには、大学に人フたころ、
あるいは商才交生のこうは、．寺岡オ勿理学といラ＝っ・か1一．世を
瓦扉レておリまして、先生は筆が丘っから、∴いやゆる阻
葦るピんヒ川んお書きに乍リますて．’し三？。井苧におもし
ろいrすか身、ジヤーナソスト州もては十レ1まして．、、寺
帥理学とい．うの！まプ’1瓦扉レてド叶で二寸一一ギ手．自．
身は余ソそういう…ノ1ヤーナリス・・Aに毒’さλ去い’j山齔纐ﾜ
て・・す力、ら 、 寸空間て＾馬薫が’十して い る と㌧・う こ’とは矢口っ て いて
も・一 ﾅれほと’’寺田辛んトの、＾リ土ん・だ’わけし一ヤ．な・．1んで1’
す州、私が本当に寺田先生ト講義・で接隙したハ一、大学
・・年生に戸いて・先、生’ w七／なリllなる・㍗．・．干」印
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1・なる前て・すがら・’先生は排常卜肉体的争元気州ケいわ
けて’’す。彦頁1まレわくちゃ杉’レ、 まド40代がタ0前後だ’らすて
と思一奄?ﾅ二す．それで・いまで・いうと7。歳・舳1いさん今
トいな綴をし・ていまし㌧
一‘ 專c先生というI?ﾍ井弗1こ甘いシのが好きで・奉バリ
で’、きっヒあ・は’あざん育ちなんて・しょうね、カベわい枇ら
れちゃフて・井串ド自己規律ヒい．．う．州で．きない人なん
げやないかレゲ（笑）ピカ’ら体を弱くレちやフ・たんじ一ヤ・
ないかと思うんて’すけれと一も・要す声に角小《玄予きなこ
ヒをなさる方仁’っ←ようで・・すね。そIれが・寺日物理学のお
もしろさ丁三’・丁・。・．．．
 フまリわれわれは、、私（よラケ境遇に育つだ人間とい
うの．ま’ してはなら．ぬ・．し一ではならぬといラ．ごとで’育て
られていま寸から、ヤリたいことも子らずに済んび十う。
（・笑）寺田’謳ｶヒいうハはある意味て・・は恵ま，れず・環境1・
あ育 ち になラ て 、 要す る にヤ リ トい こ と一が｝て’・き るう「だIっ
ト々だと思いますれ。 それで1・いわば自由黒石早ド行動レて
おられ枇んブ“と思います。
 そ三がらお毛レうい竜のが・いっぱ＝い出てくるものて・・す
がら、ジー’п[すリストが’寺固物理学といラよラな毛のを
もてはヤしてい0ｽんてへすが・、私か・とにか一くお会いしたビ
ーさはこ’I謳ｶ肉体的ド衰えて尖られまレて、伺った講義と
1∵ニラ．？は・「S・hんk肌絆・・とh②舳㍗グ孔扮Ph州k（物
理学における摘熱現象）」といラタ臭のあ’師なんて’’すれ・て・
れは種本か赤リまレて、着丈科書かむレろあるんて・寸。才
一」人トり二の物理学者て・7ユ〕レツ（1二〇rth）といラ先生
，．申v：おられまして・㍗先生ぺS・h・肌k岬舳州孔肌矛
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いパンフレッ．トハような本を書いでい仁。
．樋・私もちい一と見十 mことあリます。
イだ見  お辛子らになフていますづ、．
植p いヤ、持っていません。見トことこ一さ’’います。
伏見 それを種本トなさって、ち・詩レになフす・んで’け。
それに．先生こ’’自身のちょ・二ちょことし†・、実・歌ヒもいえ
㌃いよ1な．、卜≠イTルとい1す1よ1仰言古をしていま
す。
 †ニヒえば講義’ハ最中卜雨が降っていそ、ヒ、’憲一をあけて、
順い取1紙を窓・外へしばら／志してみる・’れるん1吋、。
そうすると丙ま立が’一末。ン木。シ落ちて、要するにでけこらめド
雨粒（跡カマ賎リますて‘、レよラ。そ十しを見て、これから別
究州舶まるん†｛’っていうんで・すね・そ《丙粗が’本当トで
仁らめに並んで．いるが、お互いに相関川あるかを調べる。
才：（ とえノピガネ目1関か・ホ っ て、 そ 勿 丙米立が’・ あ る ヒ さ ’弐 ド’177
ト綿に落ちてくるといブトようなことか．友れば∵てれ
け1フ列雨茅立が・金中で’づト裂して’落ちてき．トこヒトなる。
本当ドで’すくら舳らば・そラーラ休裂が起こ；一ゲレて
も、それ畔帯11高一ヒこうで・あるとい1いラれと
をお言竜一しくドすっトわけズすれ。
い1．列1有名な・詹F・吉郎ヒか早出森千1・11．1乍、1、
ド1お羊子さん11ち一がト・さ．乍叶㍗レ、て・そ、1．∵二？一
お弟子さん1動員’レ下’・統計現象をヅ．一・ヤ了了・叫
れたんτ・すれ．
 純計三見象（中ナえ立会物理学的な、ネ立会物理学といラ言
葉はい芦触紗て・い†てころし一や乍いかと．恩1’亭す・
 「ゾ二シャル・7イジ．ックスJてnす㍗．†谷亨んな皿合一†．’
？．
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ソーターを持っていって、そ一レて切符・の売場の前に何人．行
列一をづくっているか、／秒おきぐら、いト数を．数え†。。’そ
うすると、Iふろヒきは長く、 兵るとさは大豆く、算ずるト
時系列で．、それか・大目互卜・コ1ジレーショ／（Iご。γ。・1λ七1oγし）
が’あるがな いかヒい っす二よう な二とを お言回べ．になるわけ
で“すね。そ（とき新聞記事を’見て、受えすてIんですが’、・人間
というのは不思議なもので’、筏がら来る人は、込んで’’る
窓口の方に行くんて’’すってナL（笑）そういうよラなこと・
州ういラ系牟言†からわかっテペそプ．・う話は非常．にお竜
レろいて’一すがザ新卵紗好ん・てぺま年取1土1ブるわけ
で’すれ。 、  ．．．
 それr類する一お諸ギラユバしン7シク’入・エ了シヤー1又
シク（中の話の種な．んで二すね∴貞あおもレラいといえば．
むもレろいて・・．すけれピも、それ’け《ことτ～といラ慮し・
ヵvしない一ﾅぺはなかったわけですね。
 そのころ・東京帝国大学新聞、 と一いラのか‘な∵いま「東
京欠字新聞」といラ列洲あツますが’、それの前身になる
と思いますが’、 そういラ新聞州あリまして、その新聞に
ときと”さこっびギく学会批判が’鎮て・くるんて1すよ。たと
えば’「学閥。なんて言葉知ってますか。財閥の「財。茎
一．「 w、ト ﾊーきか’えた学閥といラ言葉があ：る。でれば菊池、
実作一家②ね。（笑）文部大臣トなフナく菊花・大麓、あ列方
’1ゴお嬢、さんき全部法学恥プロフェッザξ亭も婚さセ仁。
’Li笑）フまツ美濃邦達吉とが、ム本いラ方《、そのほが、
ち一よフと名前が’出てこないけれ．ど毛、その当時巧有名な
学名が．全部縁戚関係トなフてい仁わけですよ．それをこ
1フびビく．洗判し†く学閥というよラな言葉押出てきr・リレ
、て、、二、、ケ．久、、有ヅみもレう申＼ブトて’’すポ
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 そういラ批判の中卜、「寺田物理学批判・という勿が’虫
できIたわけて・すよ．そ（老名が、さラき話題に忠しプく菅’
杵単一なんて・、すけれと・，毛、菅苛単一が、『寺団物三里掌．はI・ト
屋が・げ学問て・、ある・、そういラ批判をしプくんです札フま
1着想畔牽卜舳いいけれども、さわムて浅／・て・
少レ毛1黒みがないというわけて‘1すね。その当時の、ケな
くとも本格的なわ王星学といラのは大体耳子物理学て…すね・
原手物理学、原手核物理学、てフちの方向へ・物事が’と・ん．
と．・ん動いているといラ最中に・いわば．そ、こがら…目を千ら’
し†・日常身皿の題材を取リ上げる。肩想デれ自身はし一・い
けれども、フギ本紬な学問1・・な一といラ意味・批判
を、こフ．びと・1〈ヤブたわけです。
 私も確かド寺日物三里学はそういう欠陥はあそと思フ†㍉
それで・は、寺田物三里学左本格的有毛巧に・するペフまソ肩
禍ヵへいいん一ドブたら、それを深＾外ば本格的に有るはす’
て｝しょラ。トmがらそれを深める↑・めにはと’ラし7くらい∵
か。でれば伺ラド講義がシュパ’ンクンク’’ス．エ7シャイ，
スンクて“あっμ一ラこともあ苧んでnしょラニけれど’’．も・
要するト・統書†的㌃毛のを竜フとちゃんと耳又．リ入れて・
祁閏・言†算を・レてそれで斉ん†～と思1ている・は間笠．∵
で、もらと真ち人ブトことをヤブてみなけリヤ｛・けない・
んじ1やない．マ・というの’ｪ・、琴ψ虫発’Y、なんて；すID
私Iﾍ東大き出てがザ｝千、寺大貴一先生‘とド1㍍
の大体のやリ方なんで・すけれと・＝も、要するに卒業期ド就
榊頼みに．序うくと、手沢尭r光年が・、’お享えはど’こへ行
け、おま午はどこへ行ヴと・てういヲわけて“す・（美？寺
貴先生に・おまえは！年間才ヒの助テ．をせいといIわ午て・
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 τ～けヒ旧一先生と助手との関係という七61亨一寺貴先生の
±易’合1ま、上要する1（関係がないヒいうこヒなんて・・すね二（笑）
！年間隣の音下屋におリなが二、とにかく私に一ｼ接用をい
いフけkの一ﾍ3Iﾕ、レかない、、一間接には兵る’んですけれと・・
毛。それそ・余・リ会わないと／・・臭い州思、・（て・はないかと
恩フて、私がみそ一ケおそる寺沢先’生のお・’部屋へ伺うと一
句’か書きものξしておられて、いがに毛＾んと・・うくさそ
うな顔をして府中れるわけですね’。1・う州のをい・
う眼リにないては何が逸事をして／l～さるけれどI毛、こ
フちがも（をいわ．ない限リ黙’ラてい’るわけて’すよ・（笑）
これ1まとてもkま．らないと恩フて、．．こ’・さけ1ん伺いに行く一
⑦をヤめちゃフート・も9ですから、そろ鰭菜にあ・いて一年
3国ヒいうことになっ†三のかもレ作ませんぺ笑）
 1年間、東大の助手・をしていたヒきのばく（仕事とい
う4は、ギブげ三ガン版刷ソなんて“すよ．と叩、ラいラづ士事
がといいますと1要するに．午前中は大体講義があるんて’’
すよ・午後は演習と称するも列か承るんて1す。ヵ客1実習、
物理数学ラ実習なんていう句が赤るわけτ’、I数学の＾んと’．
うξ手工ーターとして見に行くわけです。問題を志して
ヤらせて、何時間がほっヒいて後て∵見に行って㌧正レい
答えを．禾．レ．てヤ’る。同題き出すわけなんそ・・、要するにが
リ埼反序I」リ．き．やるわけて’’．す。 そのラ実習（文台．まる前目一く∵らい
ト．．・涛蚤隻、卒わっている先生（ところ一へ行って・問・題を
ち．よう†4｛’｢レ’ｻ∵るわ一1＋て・す。 そレててれをガリ板ド刷
フて1時間まで＾にそれを時フていフて、配って学生に、や
ら七て、’そして2～IR時間トプてか9見て回フて、て｝き
ている十っ’ ﾉ、黒、板で、ヤらセるわけて…．すね．それかちドれ
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こ ヒ を・ヤ る→つけて岬すれ。
 ばく自身、1先輩に当たる岡小天先生ヒいう勿ギおソま
レて．、そ・先生が’やはソ助子ヒレー下2年ぐらいやっ・てい
†てかな、そ（岡先生卜大分苦レめられr・わけですよ・わ
れわれが・学生（セきに。岡先生ヒいう（は夜暗くな’7て・
5時にいてそうそろ帰・ゾ・くなフて（1る勿に・熱1じド
考丈えてくださるわけて・’すよ。（笑） それ了‘リっ⑦解が絡わ
1プ・・1て一これ・て・’帰れろがと思うと、「1朴別解（」とか
いフ’ ﾄ．（笑）ぼ’くはそういう二とはレ†一い？毛・一リでべ・てI’’
きる†三、1プ要領よくヤっすてんて・す。 それから’問題毛・先生
のヒこ．うへ行フて先生かバらフて／る州す～んだん一ﾖ
十フかいに・なフてきたい†；’から、自小で’問題をつくる
ニヒ．にしちゃっす（。（笑）
 ／㌧べよ酒井佐明先生という不思議・な光生ガおられまし
て、その先生は要するに排常に正直な先生で’、ぼ1〈ガ2
年生の←きに∋一口ッパム修業から帰ってこられて、ハ
イゼソベ・ル．ク・／どころで｝量子力学の講義ξ聞いてきピ
量手力掌の新帰朝老の話といラわけて’’、ぼ■くは、・一3年生
バ間くニヒけ1ているのを・年生・ときト．ひヤかしに・
聞きト行っにわけて・すよ、 とこうが＼ とっても正直な先
生．ﾅ、、1ドィッ言吾というのはな・かながむす’かレくてよくわ
からぬ、といラわけて二柿．・ハペゼ1シベし；レ7先生の講義’
を聞いているヒ、知ってい・るこヒはわがるけれと“知
らないことはわがらない・。’（実）それで’もラ初ハか〉終
わりまで量子力学の講義・レ’†なくて1行列、マトリクスI
の講義なん七一すよ．三れ卯膿かに矢・っ、・ているこけら
わがるね。（笑）そういう．のんきな先生γ～フたもので’すが
一・1・一・負ふてh・つ∵！るの㍗㌣∵’く・．∵．㍗了・
             11
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わ。問題フくソヒいうのは大童なん」で’す牛。
 広三椚萎文学 ヒ い う 人ノて・・し ょ う かね、 寺ラ天童一先生力v牙勿三里
数掌といラ言葉き発明されて、数理物三里学とて．’もいう方
があろいはよかっトかもレれ一ませんけれビ’．も、直訳すれ
一はマセマテペ・カル・7／プ．ックスなんていレよラけれビーも、
寺沢先生は・・栃理数学、・と・∴う言女差発明士れ†（・わけな
んて岬す。物三里に使う数学とい一ラ意外．て“すね。．昔は㌃かフ
ブごんで’’すね．物理激室の敢掌という例は特になかフ†こ。・
仁†三’数学教室の先生の言書玄聞さに行っていトわけて’’す。
 て∵すがら、洲ま竹内蛸三光生勿・関数論、の石講義る
聞いたんて川すよ。兵と高木貞？台先生の．．「代教。毛聞づ’な
くちゃなら払ピいう二とド㌃フてい甘くんで’．すけれど毛、
これは時間の関係て“フい．k閉かケがフr二かゲ2～3層
・ひやがレたこヒは確かなんて．’すよ。竹瑞（「関数論」（
講套ヒいう．のは・まるで’一劇場てドラマ茎見て’ Aゼるような
本当（名講義・てIした．（笑）
 言帥べいろいろ．飛び’ます州’、物理数字ヒいラのがそ始まっ
て、  て レ て そ の オ勿三里着丈掌 と い う 勿 は、 さ吉局う左男予青色ス焦 と し・
ラ・寺童よ1も？1っ前・先年ですぺ但野静雄応用杖
学。？でこんな厚い本かあるて一しょう。それをさらに進
一あ↑・よ’ ､な考え青か＼寺荻先生勿物王里数牽．佐野静雄さ
んといラ巧はブいふ・ん勉一ｭなさブザ方です。臼本（学問
ハ水準差1{当（意味て‘’上げ†てヒいラことにおいては一は一
くは非申にカが’あったんレ’十ないがと率います払． ご’自
身刑才リシ’ナルな作事といラのは少ないでイすけ・れビー舌。
それで’“筒画敬ヒかベツ、セ1し（8・…1）関、数ヒかい
1戸．よlI癘ﾑ・バ式をピラ言夷むかと∵ラようケ1舌だグ
 ’と1…、φ二Iく一潤、井づ左明先生のと・こうへ問題差取リに伺いま
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すヒ、酒井先生、机の上トフトソンのベッセル関数っ本
とが頼み上げて、そうレてそ…IH章末にあるラ実習問題的
有ヤつを片フ立勅から写レておられるんて’1すよ．（笑）．マれ
て・・これ1ゴモラ大安だ’ヒ恩二で、 先生、’そういうこと有ら
弘かヤ．リますからヒいフて、 自ノ木て’考え†三問題を忠・・レて、
丈今次のセ・ネレーション（学生を別な意味で’昔レめた．
（笑） ヰは’Iフベズ’）し的ケト同素墓て’’才み。
 そういク1年間（助手生活を．中って・．。てれか・・ら後・大’
ア反大学へ移一るわけて・・すけれピも、その間ケニ’気象庁（長官
に知珪先生・後を引。．き継いて’’なっア1・．高ネ高1告一郎君ヒい
うのが’ばくの3年後輩なわけてI＼ フまリぼく州助手生ラ書
をし．・ているときに、本拳1年生になフて八フ．て一さたわけ
て’’ ｷよ。高ネ筒浩一却君というのは、元全なる寺田勅軍学
のフ．7ンなんですよ．そうして講義（今い間にレよラち
ゅラ1ゴくの部屋に蛙ぴト表まレて・ これはと’’ラ’ア～二これ
はと．’うナ～といラ問題ξ突きっけるわけて1す。
 †てヒえば・茶筒・中1・砂隻諸ハて持フてきて1．・底を’取る
わけですよ・逆転してぢく（かな。そうする．と石ヶはぬれ
ているア艮リ全都落ちヰしないで・・すれ。 兵る程度周リにく
づフし’Aていろ． レかしパ・1ラバ1ラと3全中まで・宍美ちるて・レよ
．’
､一Dビ・こまズ落ちるがといラ。（実）何で・それ’が浅まる②
ガ、こういうむす’かレい問題を液から7欠へ持ってくるわ
げで．すよ．I
 そ（中で、、．言表詐計している間に、 婁至芽勿が’プ’ルフ”ルふるえ
る・、’ 撃諠tちφラふるえているはず’ボ。．地震言†を持ラーで
く、ると確がに3、るえているんて’1すわ。．そ（プルァル3・る
             i3      ・ …
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れヒ毛、何か規則植があるぺ～ううか、一 ﾐを調べよ、ラ・
で■さないがい∵ラこヒにヶフて、それでぼく（部屋あす
みにトまトま太さな地震計（架台が’参ったんて’すよ。合
プけて‘’、肝心（地震計はない．んで’すIけ札とパも、鉄の大き
一毒．いリ」・しっかリし11台がわて、でれば田丸卓郎と
いう先生が…∴・。 ・     、
樋口 ローマ字で’有名な方で’すね。
伏見 そ（固丸先生か・、力学（専門一家という意咳’なのか・
グ地震計を幾つか言曼訂しブ・わけてプよ。それの名残な
んです。太さな台かあったものですから、 そこからτこブ｛’
采ξ、三（’ら下げ’まして、そレてそ勿糸（先に木㌧〕レ弧を横
卜、幅数センチ、長さ用センI轤ｮらい・ボ）レ紙仰心．
を采て・・仁丁～上がらっるし．アイ～け屯それ村ふらふらす多わ
けて・・すね。こと1：一冬になフて暖房が入りま市と、音ア屋（
中（空気㌣穏十がケサ・†エレ’ションを起一．…して・て
れか“ちょっと動くわけて・す。その下に方位板、I要するド
ギニル紙ド360度の度き目盛．っ長毛のを下に置きまレて・
ど・れf～け動いす・かを1秒おさぐらい1・書いていく。
樋口I 蛻ﾀですれ．
伏見 そ・うするとこういうて咋らあな．ξ、が忠てくるわけ
て’す。’ﾄれを、∴コリレ’ションをヒつ仁二そうすると・一
きれいな易ニブ・十な三．それを「気象集諌一ヒいう雑誌
に、高橋テ害一郡・状克康治』いう連名てい出レT（んですね。
それはもフいまヒ乍っては全くれ1卒えの話で・論文
にも何1二もなるも（び半ケいんて｝すけれと・も．その当時
林、．・そういうことを十るということか、ま1～斯し抑泉
っナ・時代ヶんでIすね．言†算桧もなければエレク1一口干ク
ー人ジ．∴・叩てプがら・．千一一二！，十ブ1ン手1る勿二社音1
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計算を一寸るわけなんですね。ばくは数値計算大さらいな
男で’してれ、それが’ます（高桶さんといラ句は数値言す茸州
わくわくするほビ好さという巧がな、要するに何㍗．もな
いんで・す．よ。一 G苫食ラ巧と同レ・。てけがらいま一っT1数
つ直をとっても、一存ち支ちにしてコリレrションを一レフて
くれるんですよ。（咲）
 寺田物三里学はそラいラI意味て旧直オ妾ラいアーナリス←から
の号1饗と、それから・先生・講義を聞いヒヒの影響ピ
それか9局挿浩一郁さんのナ・了（寺田才勿、王星掌の二端を果’
llごレてもら11・とい、うこと、それから壱．苺u一の小屋
がけ学問といラ批判、そラいウも州Ψ私の頭の†マー融合
いkしまして、それで＾これは確率論をちゃんとしなけれ
ば・．・寺田物理学・セーっかく日本列生年†～才リ干’ナルな作
事も。1。屋が’け学問に終わフてレまうっは残念て“ある。そ
れをヤるトめには確率論茎ちゃんヒ身にっけなけれは’＼’・
がぬ、こういうことて’’確率論に興味を持ちまレア・I。
 高橋ゴんとの共同労作のおかげで・、プラウニ了．ン…巳
一ンヨパ王星論ヒいういド非常に興味を持ち・まレて、
第一それ毛さヵ川女1ていくと・了インーシュ．ターインーの論
文に忠っくわ一すわけでレて・ 了インシュクィンとも乍．午
ば才一シリテって…、ネ中卒柔み†（い㌃もので・すがら、 了イン’
シュ9インがフ｝ラウニアン・モーションと千って・いるこ
ビニ1て、’蛯｢r意義・州ある1わけて・1す．（笑）  ・
 ’アインシュタイ．ンにとフて／905年というのLは本当に奇＝
跡・．年なんて’’すね・・995年といラrこ・・い年の剛・・特
殊才目対論②論文を書き、それから光量子の論文を書き、
そしてブ．ラウニ了／・モーションか・在る。／90タ年という
トっ†く・！犀の間は、了イ！シュタう．、イにと7てはも．一省、、す、
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こ’’い精神（高揚瑚といラんで・し干うかわ。、
 躍うフ病Iと二いう（が麻るヒすると、まさに蝶（時期で
すれ。．そういラ状態という毛川よ持続して続く毛（ビや
な～て、＼人間という毛（1ま、擦（状態とい・うのか・ときヒ・1
．きパーツとある毛のなんて・、すれ。そのとき了インシュタ
イ フ 1ま・わリ あい艀乏が∵あっ たんで’すね。 《ナしはスイ 又（ 芽手
許局が何がに勤めていて、 それで一丁インシエ・タインの欠
きなづ士事のノブて・ございますから、． ﾄういラ意．り束て・・毛効・
王星と，してもちゃんと、何も寺因物理学なんてい・ラ毛ので’
なくて、も、フまリ主・流的な物理学でIも確率論はヤっげリ
ちゃんとヤらなくちゃいかゐとい．．うこと老レみし・みと慮
レ・トわけて’しレて一、それで1山内恭彦先生に向がって、才レ
は確雫諭苫やるんゼとい．ラ広言草ロヰい仁わけでIす。それ
’で・それのレフベ返レで’、確率論の本乏書かされ†・。
組ロ レがIレ・．本当1てタド国（本て“毛あれほど’碑野わv’広い
というよう・な本は島ソませんて一すれ。
伏見 そラて．’すれ．ある意味て’1サーぺ．イレたという本は
そのIと．さ実．はながっ ←ようで1す。 タド国に七なかっf（よラ
で・す1
 戦’争バ終わソまレて、げk・・1州・・テN・比舳P』J・i・・”
というのが・ある一?ﾅ映すが’・、了メリヵの物主里常会て・虹レて
いる ”P、～si c斗1 巨ev1ew”という（か＾オリジナル㌃訪ト丈
発表納て‘一一そ州かパR・・i・…f舳舳P1y∫i・1’）
とい1、・次惰叙と…うのがな、ケじず一フまと’まフ1・報
告、総合報告的な＾の雑誌か入るんて一すが、その中に
千ヤントラ・セ・カール（Cレa仇此r久seμaド）と㌧・・う、イン・ド
条のシカコニ丈掌勿彦文授で・王星諭天文学の先生が、ア物理学に
1岬．平手二単・・千1．∵1話を亨がれいれ．例一内・容㍗常
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にオーバ・一ラップレて∵るんて・1す． て十して＼禾へげ非常に
気をよくしているわけて’すれ。（笑）
 それから、そパろ1て増山元三那こんヒいう州・1パ
〈よリちょっヒ．後輩に当ア・るわけですダ・そ八方州犀、宇
部列顧問的ケ立場1二おられ，て、お屋者さんき相手に’‘少数．
イ列の文王王星勿イ土方 と いっ 才・＝ よ う な 毛 の 差、  フ ィ ッ シャ 一の
流れきくんで・・…・・。
猛口 先生例本（二番最後ド増山さんぺ士事茎載せてお
られますね。
伏昂ええ一一番最後1㍉私が・てれド実峠がっきま乍
んで閉、つけ足しみトいに書いトことに㌃フているわけで1
すヵへあれち毛プちょフと初あから意識すれば＼もう少
レ統ξ†的推王璽という二と差．本格的に入れられたんて’‘1干争
いかと思フているんて｛すか’’、毛う綿ハ加リ間際（（今フち
ヤブて、余リ取ツ入れられながフ†てという勿が’落ちて・こ‘’
さ・・います。
樋口 しヵ・レミーセー1ス（。肌川。。。）のことなんヵ・季召介．
されていて、戦後トル・木一プヒ三一世．スといら・いろ確率
の考え方があソまレて一、 それで’’ネペよく勉強レク青．†なら
ぬ（て州 ｷけれヒ川ポてれこそタド国にも金一リそう’い一う解弗
し†二寺のがなくて、先．生の本1ま簡単て岬すけれ．と・七よく声一
とめて書いておられる．麻あいうこヒは、普通、々れわ
れ季売言†菱文王里石丹究河～テトいなとこうに怠って毛なかなか二気
ガっがないことで’・すか・、よくお考えになられましト札
伏見 三一七’又の本（評判ヒいラのはドれト間い仁かと
申レますと、 そう・て’す、．ぽ’くはもう1人私に影響をふえ
ト人の石前三いフておがないヒいけ7いんですが・軍十．，
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ら私（嫁をもらフてくれて、 そ一ういう意味て’義兄弟な．ん
で・1すが＼富山芋んというのは大体す’っピ理研卜籍があ
フ†1んで1す。高峰先生といラ人ベク十ロスコヒ㌧（大家
て・す仰。．そこ1こ藤岡由夫さん一とい・う方がいた（て一すが’・
I森岡宙文さんと同系双生で、同し1高峰研究室にし一・トんてす
が、そ・富山。ト太郎さんといラの．ψ“まけ息論な人切で’、
原著論文ヒいう（は1フ毛書いた二とがない・んで’孔 し
かしも列すご’く勉強家て“、また人が一気が’っがな．いカのを・
す二く亨ん読んでいる人てn・そ・富山小太師さんか身・こ
ういラこともあるよ・、 こういラこヒ．もあるよといラ言書を
いういう考文えて．もらフたわ」 ｯて・す。 その亨て・・、いまあ・フ
しゃっト三一七’．又あ本なんていうのも、多小富山さんの
言古題の中がら出．てきト々、げヤなドがと思う今て”す・
 ほかにもllフ放えられいぽエルゴ㌧ド理論て・・すれ．
フま／ちょうと”私が’学生グろに・1べ一コブ’乍フオン・
ノイマン（Birk＾off，voηNe山肌臥γしγし）のエルゴ｝」ニデンテ
オト（石・茅・よ・出・・r1・！といラいが急にけやかド
なっ一†く．物五里学岩グこヒワてエルゴ．一子’’ンという言葉は木｝
ルツ÷・ソレ人来の言葉なんて・すけれピも、そしてそこにい
わ1ゴ続1†力学・基礎’けしフポ用1さリ統計力学、をち
ゃんと考えよラとする人にとフては、エメしコ㌧子’1シテ才
り一とい・う列はテ才リーて・はケいわけで’、ケスで．すギら
加． 多づ＼てラ なる て｝赤ろ う ヒ いラ も フ と も ら レ いケ スて｝
すから、一でれを何とかもうケし理言合化←よラという言古は、
フまリノ9世紀末から何ナ年にわたって続い．てい．仁わけで
すね．てれが急卜、数学者州数学州て取リ扱う亙石発見
しトというんて・・しょうかれ。ビラちが・偉いんでレようか。
．．べ一1コブ州葺いつが、フオン・ノ．イマンが偉い川・、よ
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くわがリまセん。（笑）
 と毛牟くエルゴーデ’シテ才リーというもハφΨ’・近代的
な急な発雇苫数掌．老巧方て’’示しているんドといラこ．とを、
富山小太郡r敢えてもらって、それτ〕ぐ一一コブの本を読
ん↑～ソ、11・ろんな論文を読ん才～リレトんで有カ・、ぽ・〈r
はむす州がし く て と ても王星角写て’き真せんて帥レブ‘ぺね． 芽勿三里的
’な王星解しカ・緯局て・きなかフた。
 ちょうと・・そ（ころ、右1度書店て山「岩浪物理学講庄、と
いうのが虫で、そ01中て・・、富山小太祁と．い．ラ’の・1ま岩波書
店の顧＝竄ﾄ・もあっナ・いて・すから、それ｛・誘われて「．エ
ルゴ㌧ト1ひ五里諭・ヒいう本さ書いブてんで一す。τ｛’けと日それ
は全く、・要するド素人が’エルゴ…一ト1というも（左と・う考
え一る一ガというよ．うケお・言者卜系冬文台レたんしグやないかと思う．
要するトわかリヤすい了スヘ・クド←nげ茎書いτで。
 それを．書くときに、げくはて句とき大阪大学にいトわ
けて．’すが’、大阪大学でべ湯〕リ秀樹助教授、ぼ（は．講師にな
フてい†てがな、伏見講師、渇〕リ秀樹助放才受。昼飯のとき
／（いつも菊ナセ石珂究室にみん㌃集まって一緒に柘・喜食うん
てすが’、  そ 勿 中て“、 ラ考川 さ ん士“ユ）レ コ｝’一 ド の孝青ネ中る →云え
る01ド、 いいモデルかみる‘といフて、方眼季氏、マス月がI
こうす’’っと並．んで｝いる、方眼吾氏ヤ卜い今ものに、率ドNこ、ま、
縦にNこまを・とって∵そ丸左飼めト塗ソフ3ぐし．ていくわ
けて・・すれ。 そラするとふると一ころへいって．上へっがえた
ら、ま†・こっちをとって全．邦塗リフ・正一すことが一て”きるが．
て一きないかという問題て’一すね、この問題を昼蝕ヒ・さ（パ
入’）レと一レて、こ札でフま．・リ全部塗リフふIセげ’エル⊃’㌧ド
的で底る、手分レか塗れケかフ仁らそれは工）レコ㌧ド自今
1．’ 怐Dいん㍗．い一？一お二話奉一二千．外ト・、．．、、．出、二一丁二、二一二
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 そ（とき湯川先生は、熱力掌と統書すカ’掌g講義をレて．い
す（わけて・・すれ． ドから講義のいいオ才粁としてそういうも
例を考えられ†二と思うんて・すが’、それはぼく《直観で、
ずく’’それ1ま月とNと．お互いに素ズあるがと’I’うかにょフて
決まるとい一うことが・答え・なんて・・すが・、しかレ、そういう
一読そ．れ自身は非常に気に入りまし、て、それも一いただいて、
ぼ’くあ 「エ1しコ’’一ドω理言含」 という 「岩ラ皮芽勿三里学言糞座」
（八㌧フレットは、そこから諸州台まフている、んで’プ
 （実）亡すからそラいラ意喋で・、・ラ易爪先生にも影響吉丈
いに受’けて1；る。
 第一、ラ易爪先生は、．．．最初ばくが血大ア反文学1（行ったとき
に、東大（助予、から大下反文．学の助手に変わって行っトん
で’．す・莞いてきわあて駕．い仁二仁1こは・月給が．戎フ仁わ
けなんて・’すよ。 多分東大て”は70円もらフていた勿か1、向
こラベ行フナこら65円がな，（笑）
ネ並口 大学の2各産が何かのためですか。
伏見 てれ1ま、ばくの聞いトところによると、その当・時
公務員、ラ麦なんていうのはないわけで’す。俸給表なんてい．
・うのはないわけで・す。大学ひ助手の給料なんていう勾は、
末掌が勝手に1夫ムるんです．
 ’で・す〆ら、文学が変われば違っていて一向差レ・支’えな
・ジんです。（笑）Iﾄれから、大坂大事1よ新設の大事で．すね。
てれて’’プロフェッす一に萄沌。正士先生、萄沌穴麓利息子
さん・牟あし・う高名な人夫スカウトす苧仁めには・よそ
よリは．給料をはす川ま・なくち冬タ’メだヒい〉わけて、大阪
大学はアロプェッサードよけい出すわけで・すよ・ そうす
る一と在・体の予算は波まっているでし次ラかム、若い方は
砕山㌻二外一る！．．いわ1川実はろ1と想像するんて’’すよ＝
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別に聞いナこわけげやな1．・んで’‘すよ．
 それで・そのとき八木秀次先生洲物三里教室主イ壬だ一つたん、
ていす。その先生（ところへねレムみに行フチ（わけて■すよ’．
大阪／ん㍗まで”ヤーてきて二．月給ガ減らされ㍑レヤ
とて毛かなれない。（実）そうしkら即ラ夫なんてすよ・二．そ
机は力＼わいそう’ ｰ、レや講師にレてやろう。（実）本当卜
昔はよかっトて’’すれ。
樋口 主任がそラいラことがて’いきkんで’’すれ1
伏見 それで．助手差手年ヤってすぐ”講師gトτ～講師にな’
フ㍑ヤつげリ講義はしなくちゃ困る。そ＾で’何を諸養
するがということになフたら、湯〕リ先生が・熱力学ハ講．{
をや。って い†（列を、お下ヴ．波レをいk t～いたわけです於
てれ、て一熱力学則講義をしす（んで’す。熟．力学の講義につい
ても、いういろおもレろ∴牟話が’いっ1ま’∵あるんて一す1ナ
れと・・も、きょうは少しタドれるからヤめておきます。
 次に湯川先生から、 今＼度は看売言†力学の≒講義をま仁言蓑リー
受け仁んで川す∴そ・れて“確率論をやって・・るといラこと、
統書す力学の講義を任され仁ということで’、ぼk－1ま統計力
学の1中1（（めリ止んで’いフ†て．
 だけビ、一ぽ1くは昼間1ま全邦、．都セ先生に就得されて原
子核物三里巧実験をヤブ．ていたわユｯで’す。みず1か；晴封二雨
読と称レてい†くおけて・す。．昼間は突駅芝やる。夜、下宿
に帰ると王星諭をヤブて．い仁。晴耕雨読、そういうこと州
でさると，思っていプ・ム州間違いドっ仁ヒ思いますね。そ
れで、両方と毛中途半端にケフてし・まフた。
本重一口  いえ、 そんなニヒは。 角うぎとも史家て’＼・らっレや
る。
．、、そ牝㍗後ぐ末．．ミ、乃L一．「．章予繰言†、力．学一夫お書きになっト。
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講義をヤっておられ仁から。
 先生が最初におフし辛いまし仁統書†に関仮をお符ち1・
生っ仁動機として（寺帥勿理学、そラ・いラものをちヤん
と本当ドやるとはピラいうこ．とな外か・午‘？いラ／3・ラ」に
Iや1たらい…か．い．’グと㌃んです、7れども・．れにっ
いてお教え下さいませんて’’しょフ、カ㌧
伏見 寺田先生のお．弟チさん句中て‘I、寺田物理学をいわ
ば非串ド深付ド番の代表利ポ・中谷字吉師な一んで一す札・
中谷先生の雪の研究といラ老巧は、まさに・本格的な研究
て・為フて、寺岡随筆的物理学て’’ドないで’．すれ。中谷さん
ハ雪勿碕究というっ一はすはI’らしい老巧て’す。そういラよ
うな行さ方も、．もちろん，つの猛リ下げ’方す～ヒ思います。
 寺国先生州いわIま’主流巧．物理学ド河レて反旗芝翻さ札
↑（ヒ∴う（ド、．mつは先生が和えきヶすってから・い々
はI本格的な．ことをなざる気力という～ぐな（ク・kとい
ラ生理的な毛のか・、ぼくは主要な原因だ’と思うんて“す・
 レかレ、同時に・主流1（乗へなくなフだということで’・
全師物三里学きヤめたんて‘1はなくて、主流ハ1フ’．ルドーず㌧
（よ5ド荒らしていっγくぼが②ヒころト材料が’幾’らでも
あるといラこと垂、絶之ず注意さ九てい仁という意咳で・
は、ばく1ヰ存在価値バ十分あブトと思いますね．
 寺固先生は、つまリ主流卜葉らないのはビんな問題て”
ある・ク、Iといラこヒを絶えず’探→ておられ寸・んで．、†・とえ
げレまネ糞様ヒいラのか，九リま’す。自然王早象（中に屯しま
模劇1なっ．ているものはた：・’さんあ亭。rニヒえ1池苫見
、れば、いわし雲ヒ。いフナてような零すわ†てら大1体レまにな
つている。あれ1大しかレ、本体徒未列主流的物理学て’王星
即さる．わけ．なんて1プフーま．1・フ咋件1べ重？フてい
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て、それ’ｪ’相互に笠虞を椅1ていますと、て．州11紬・
立っ仁いう二と1ま、これは流体力学て’’王星群で．きるわけで1
す。その間に実が’で’きれば、雲が’ラ皮（ノード（仙礼e）斗
†・い㌃どこ一ろ〔・まプてくるといラことはす分想像され
るわけで・・すれ。 て．すから、 し主模核。め中には、フポソ主
流的なラ皮動現象て・理解τ’きる老巧か非常に多いニヒは確
ヵ・て’ ｷ。
 て一1すバ、それべて1きない周期1現象毛トくさんあるん㌣
ということを・寺困先生は注意しておら牛・ましたん一’
香万名ケ列’よ1ノーセ”が〉ク．’（］εse舛巧プ（現象土中レ
まして、試、験管岬に寒天勿、才、れは塩化銀カ・何がの’n
液をっくってあ・いて二上がら塩．が何がをア（らしますと、
いや硝酸重艮。溶液に塩をやるヒ’姐比重艮（沈て’’んかて’’さる．
州二な、ど・うけキレい。このトゼ’がシク’’の・現象は、
周榊ド布るで”！．よ1。あれ畔一向酬て・・さな1・てた
わけで．すれ。ピうしてあんケ同期仕が’てHさるつが；
 てれに類する活は、たとえ1ゴ吹い恥リ紙勿上にイ）キ
をr滴落とレナJいラよラなヒ，さにも、そ（イーンキも幾
つが周期的にてnさますれ。てういう仁ぐいの謡1式・波動
現象て・は理解て・・きない違っすて毛（て・・すれ。それで・、．才一
ソドックス’n主流的な物三里学ヒい’ラのは、波・勤王党象と∴
う言葉が1示レマ．いるよラに、全部線形物理学、しリニアア
ナシシス州効くような場面が二、主流的物理学て・1す’ね。量
子論、波動力学ド立ってさえ線形力学、全郡一 ?`。．そう
いう意味て’’、寺岡先生1ま非線弼現象卜稲えず1目をそそい
で・い↑・。いまけホフて叶れげ㌣ういう言い方が’で・さます
れ。
触㍗・鮒．の現牟‘よ、扱1中く一て1系亨局そ．ラ∵・
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ラいドけガ1てくさん・二い結果を生んで；一、、ま’ナ・さ’らに．子
を生七ξいラ．ような、盈命的なものφ・’或るかわレれさせ
ん寸・・すね。そ’ 奄ｷるヒ非緯榊よう有いド目を狗ける
とい今（は、よっぽど・のことバない限り、・ど一うレても余
．リ発速しないこときヤる・ことになゾますね。．
伏見 非線形現象が＼いわゆる主、流的学問からは外れてい
るという二とは、一ヒにかく井申にむずかしい・。そ勿むす’
がしいのを直接浅で’攻める（は、・おそらく間左．いドろラ。・
フまリ、リニ了了ナソシ入r匹敵するよラな、もラ1フ
別の仕組みを何が生・み忠すヒいうことヶっかもしれまセ
んれ。
 実験的な場，面一で申しますヒ、原手核物理学というのは・
ものすご’’＜発3茎．している．んで‘’す担。イーキ’’リス4ラサ．7オ
ードが・原子才安物壬里学というもののネ麦をまい了（んですが・、
ラサ’・才‘ト’のキャヅェンテ’’イッシー研究所’ O．＼ラサ‘フ
ォードが’最初卜、原子核に原子核ξ瓜っけてこ一わ・すヒい
ラ実験を」して・てれを人工的にやるkハト・加速器とい
うものをネ刀めて7口7ト州っくって、それで’・核実馬実をす台
＾る・予れて’原テ核物酔けけと∵1ものカ・一フ
1夫求つち．や1木わけて・uフまリ、人工的に・電年的一卜
粗手を加速して・そ叩㍗も引1ぶフけ’てやるθそラ
いラ実、験（伸青て・・すれ、五ゴうはやリ巧言葉で・いラと、
．それで’’パラプイムが一できちゃったわけ。そのバラタ’’イム
といラ州排苧に有効で．’、フまツ繰形†程式みたいな毛
の・非常1て†・くごんの原チか一片っ靖からやられていフプ・
んで一すれ。てラいラ意咳て・・、加速器を使う原子核物理学
というものは、 各地にものすこ’1〈大きなカ0速器が’て…きて、
加速器左フくるということは、もちろんそれ負身石矛究を
             ・24一
???????????リポジトリRISM
要するいうんな問題が1あろわけて・すけれヒ・も、大体わソ
あい1てヤさしい話だ。 ちょラピリニ了了すソシースが’やき
しいよラド。で．すか二非常11高度な発達を．遂げ’す・。押並
器といラ（は、？まダ・フた1つの粒子とピラ狐吏する
ガといラア三．け巧ことで’寸。二工一トンカ学の例呈艮み・仁い
なものて一・すから、きわめてやさレいわけて“す。て一すから、
毛吋1…／発達して一ます一れで原テ核才㍗里学ヒい1
列は、ものす：川く発ム室いす（しましτ（。
原子細数は突は限られていて・原子祥まで㌧いかな・一・
原チノか．手利世界の方がはるか1（パラェテ→Lが・多く二．む
しろ原手分手勿学問の方は、自分自身の領土の太ささ．が
｝いえぱ’、石矛一突さナしている今夏主弐というのは1まるづ、ドォ、さ
く布．．ソます壮。原子核勿方は種がすこ・・く勿央く、種バ及さ
ちゃフていますから、友子核物理客∵方か・、高度な発｝室
を遂げ且き．’ちゃクているヒいラ感し’でIす・机
 それで’やはソ秘1ま、むずがレい毛のという外は後に残
されていると思ラんで’すノンリニァといラgはむずが
レいから後に国さ久て、 レがレソニ7以タトドや・る手バな
いがというと、私・は必す’いそラいラこヒレ1やないと思
いますれ。 ノンリニァといラこと1ま・ノンといラ言草は
よラレ／ない言I葉で．して、れそもノンヒいうの．は否定
の言葉でIすからね。（実b フまツノン．・・ユー、’クーリディー了ン・
ジ’エ才メトリTみ亡い方もので’、そこ1こはエリフ6ティッ
7なものもあれば’ハイポホリックなもへいろい、ゲま．
ざ’まな幾’何学が’さ一、っとあ一ソ待るわ・けですね。
 ノンリニ了ヒいフ仁身、フまリリニ了に正敵するよう
㌃内容二ξ将フ仁ものが．こそのノこ／ソニア（中1（1ま明白に
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不全体き本目’手にしプ・ザ それはむずかいてビラ’ド毛，な
らないでしょラけれど・・も、ノンリニア勿赤る都合はやば
ソ湘当いけるんし．’やないて’レよラが．・
 そラいラい1するところ多イ可・とφ、見っ1ナ虫Iそラといラ勿
一が・、寺因先生のねらい・と・いえぱ一ねらいて’’友フブ（んす～と思
うんで．すれ。寺固先生の段階では、、必ず’レ七ノンリニァ・
フェノメナバ．ノか実員てパきるヒいラようなところ・まで‘I1辛行フ
てながフすくと思いますれ。 レかし、’並一こ・ろは欠．分ノふ類て…
ぎるよラドなフてき存んじ一’やなリで・しょラIφ・。 ある一石千
（一 ^ンリニァな現象ヒいうモ州ま、三ラい）教学的な7
才一 …二・’レー ショ ンて‘’いけるはずだ、幾・つかの現象はそ
の中ド入る、そ一．ラいラことかわかフてきているんレ’やな
いて出しょうへ・一・耳．前卜・三べ1ル賞ξわらフたフθ．／
ゴジン（Ph身0が仰e）といラのかいますでしょラ。プソ
コー’寀ﾂ’P、ている柵テー下，と∵う州、・テレ／予ラ
い・ 宴mンリニア。正見象左やっていると、こうで’すね．
1極L口  言古一けちょっ と飛ぴ’ますが、 私ビ’もけ栽何学的な二
とて∴前ドマッぞイ（N久・kり）といラ人と知リ合’いにな
フてあ・リまして、 マッカイヵv、 こ（前采たときにはイだ見
先生トお会いしIてき†・と中レていましアζ。日本人で・もケ
かながお・目にかかれない勿トうまくキっ存など思い友レ
㌧何かああいう一図形巧ことにご．関心を．お持ちつよラて｝
すパ、それ（背景．といいますか、ちょ一7とな間がせくす～
さ い まセ ／しで‘し 一よ フカ、。
伏見 ちょラと確率論と1ま関係ないで．’すけれと1・も、私1ま
図形的なものか俳常に好きなんて’す．大抵高等掌校て’一製
図α日寺間ヒ い ラ巧が’、 学生にとフて1ま最も い と うへ・き時
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間をんて’、すね、普通の方にとフては．て・・すが・、ほ’Iぐにと
フ て1よ、 製図ハε等間か旧一二番楽レ い時・間．（笑） 幾・何学的な
いろいヅまざ’まな図形という七の1ボ非常にぼく1よ奥
昧があるんて・1す．虫らI艪驫G1て瑛一味があ、リますけれども、
絵（中て一も玲何学的有要素茎持・ト図形ム・へ好き有んです。
ことド繰1逸し模ネ柔、レま模祥、それから1・ろんな差物
あ、樋口先圭の薦ている洋服のそういラチェッフのよう
なネ莫梯、そ1い1ノ幾何学模様、そ1いういに昨幸に興
味バゐります。
 マ．ツカイさんは要するに一種の結晶物捜．学岩て｝、序、手
の繰ソ五レめ一並列といラことに興味州あるわけズすれI。
て久で、意・気根合し†・、（笑）狩卜意気投合レト列は、繰リ
五し．ネ莫本莱になリそうて’’実はならないのφVふるのてへはなヵ・
ララがヒいラ点、に、2人ヒも奥昧がIあ一った。
 それがらまト、ならI乍いよラド見えてて、大きな月て・
見れば1繰リ五し模様、具体的な例て・1申しますヒ・（正五角
形て・す舛．正五角形の回リに、同じ・三五色柄を並べます
と、 タフ、て一きて、そこにすさ間が・士“ミちゃラで・．レよラ．
正六角珂う・ですヒすき間なく五ベリれる．結果1声完全な同
其月・ト生一阮ﾑのですれ．．正五角形を並べ・るとすき間外できて
しまうんて｝す州、すき’ ﾔかで・・さて．も構わないから1欠から
次へと並べていくわ1＋ですよ。そうするとと’ﾉかくフ’ﾈ
が・っγ（模膚くかで一さるわけて・1すよ。 ピ土にも才一1べ一ラッ
ビンプが一与’い、とこうビニう一すさ舳けなんて；’すθ㍗
全体1ま決して厳密な意・末で．’、1まペリ才・ディ↓クて・ないん・て・
すが＼しかレ別勿意・咳でいうと、、木モゾニ子入といラよ
う㌃言い方ちするヒ・I木モジニ．アスなんですよ．
本証、コ いやもうネ4ビも、．ランダ4ヒ．い，．ラ列ド、本当に才、
           、二一2？・
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ワイトノイス’’（・卜1七ピれ。i∫・）みた・・に油年ない中と，、
もラ石リド余り一一やること1弐な一くて、 てれよりゃっ1たソラン
デムヒシステマティッフなも勿勿問ぐ・らい（も列は研究
しが’いか・あグ払と・Iもはメソ・ドーロジ㌧を提1共すろだ1ナの
一あれで’すがら、 そういラ・も巧苫統書ナ的ド扱う方ラ表という
のをヤってあ1げば’、 いろんな方面に役立つんで．’は㌃いか
と思フています。
伏見 それ七井串卜独立っヒ思いますね。
紅口’ Dてれ・て’’そラいうことさ考えて与リまレて、マッカ
イさんなんがともちIよつといろんな話をやったことが’あ
る．．．んで’す。
伏見 寺田先生■も師し計的現象に圓苫フけトqは、ヤ1才ソ
大作才一ソドソフス勿主．．流．的物革子学といラの．は・因采停
的物五里芋†～っす。もので“すから、それ．てへそうてへない統書†的
な王党象とい．奄烽ﾌはヤ1まソ残土れプ・大きな分野ヒして・ヤ
らなくちヤいけないヒ’いうム者えがおあリにケフて、目
をつけられたんだと思いますね。
 †二†～そハ係量子論という列か’発笠して、量子論は本貫
的卜統計的有・卜主格を特フということになった毛勿で・すが
ら・  そ う こ、 ラ 意ロネで’は主デ充戸今 乍才勿五里勿 方ヵY・亭売言ナ自今 ト なフ
てしまブトんでパすか｝、（笑）あの統書すという巧はいわ1ガ三
7口（系売言†て＾あフて、マ7口（／」間にとフては、ああい
1三クロ列統計1いう川1卵1干因果律と香川な∴ん
τ’すれ。て“すから寺田さん（いったよラな意妹て’の．・マ
7ロド見トフラク手ユェーシ1ヨ、ンといったようなも列1ま・
ああいう量子力掌的な意味て・列統計ヰ生とは、またレペリレ
が’速う語4わけてI’す。
 そ ラ ・・う 意味てリまト’い ろんケ意噂っ 、 系充今ナ斗生二ζ い ラ列
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1よ、 要するに困采イ幸の打にキリと一いラ意口米プ’っす二ら、 やフ1非
リ春先君すノド生ヒいラ言葉はノ）因果イ幸、非国累イ辛的といラ意
妹ですから加一否淀的な表瑛一て二．しがないわけて＾すか．ら・
けがって統計桂ピ・フ†くフて、いう・んなカテコ‘．リー1
属する統計植というも一列が1あるは．す”ですれ。いまみ・つレ
ヤっ寸・ように、完全なる一m率言合勿対象になるような意咳
ハ’ 堰Eダ’ムネスムほ～・、因果律ヒ基さ‘’っトような、い
ろん有筏汚＾州・クツとあるはず’ト’と思いますて｝す
れ．
樋口 先生1ま、いまそれこそ日本掌術会議’4会’長さんな
んて・・すけれと・・も、大体日本（学者ヒいラ引よ、．．．も・う専．門
カ・“ラ夫まフてしまうと、そナしから淳畜み虫ぺ±なくて、そ．（タ包
強テllけをしているピいラ方が’多いいていすから＝い亨物
理屋さんは、三7口の方へ行フてる人か、’ｽいて11すれ。い
わゆ・るセミマクロ王果象に対レて物理屋さんか’いなげれげ、
あとはネ立会の方1よネ立会科挙†｛’一けヤっている。それ・がら気
象は気象のあづし↑～1ブやっ一でおらナしるメしてI1、 中1二はそうい
うニヒに目をっけておられる方、おらんるぺ声、し札ま
せんけれビも、㌃がケが横（連絡といいますが、フまソ
練計という目で、、いうんな別列統計学を課く斗ってみよ
うといラよラな方がスIらわれない。
状’見 ながなが出てこない。」雄か1こ日本勿学問といラも
のはそういラ両牟ぺ’ゴゴいます払。てれはヤっ1ガク筆い人・
年をビリますと、新†ぐにと’ラ．なるがわがら払ことに手ξ
忠すという二と1・対して非常におフ・．くうになフて亭て・
要するに自分列城を手リたく有る巧け、これは負然の理
てn仁方ないと、恩ラん亡すが’、フまソそこ4門下か二反並
一㍗二㍗れ戸十・∵1二戸一1・∵㍗玄手当す∵思1㌻です
           二∵29一
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が’れ。（咲）
 ところバ、日本の師弟髪というも州ま」も列すご‘’〈綱ヤ
かで・1、先生のフくフす（傾城（中にお弟子プん全音川ままソ
止ん＾ウビいう傾榊・殊遇・・一ぎ、ますれ．方春子さん含郡、
一先生足踏み台トレてそれ・を破壊レていく。
 きのラもす～れか、にラ主意されブ（んで．Iすバ・近ゴろ創造と
いう言葉が’あリますて．’しょラ。日本人は創造性が1分ない
という。創並といラ言葉の「創一・と‘いラ字．は、．これはだ・
れ外見ても明らかで．’すが’、リットウベフいていますけれ
と．一も、 これ1ま傷とい・ラごとで’’すれ。刀てuづ易をフけるとい
う、創豊ヒいラ列1玄破壊するということなんですね。ま
す’先生（築い†・一域を破壊レて、雁ぴ’出していかないとヂ
メて．’す乍。日本・1．お弟子．さん1㍉まその気ネ既が’少ないとい
う べ’さづ＼な。
 この間ポてれに韻！す・お話で・いま石古屋李学バ・学
術会議が率力告け数学の研究所をフぐるラとして∵・表す
ね。名古屋文学（先生方ヒそ利点、意気投合しナ（んでI’すぺ
新しくて’きる族学の石可究所というつは、幾狗学とが代数
い・、上こ岬引よも．フとし十れ†二ことが・いろいろあるんて印
しょうけれビ’も・ そういラとにかくエスタフ’’リッシエし
仁ものを並べ一ボよラなもの一列寄せ集めの研究所をつくフ
†・フてしょうバないし・や准いか、柄にもそういラ名前が1
っいてない、これからのデづシ。リンを生み忠寸一よラな
研究所にレてほしいという二とて’’、大し一・に意気根合した
んて・す。
 ぼ1くは、数学ヒいう巧は特に非常に大事なも列だ’と思
っているんて・す． それは特にフリェイティフー1な仁事をす
、る、創造的な付享ξナる人にヒワそ1オ、数営と1．・ラ毛づ
             30’
???????????リポジトリRISM
一非常に大事†～ヒ思、フています．
 数学ヒいうの，去、要する1ていうんな雑多なわ列（中6・
二夫伽要素を1み．出した結秦ブと思ラんで・・すボ．これ
け巽諭も、もらうんムリ得ろと思いますけれと・ガぽ一く
iまわ1川、数字の1．、2，3，4ヒいう川ま・要するに・具体
的今。12，3人の人間、／、2，3匹の牛、／、2，3羽勿鳥とい
フτてものがラ地・払ごれでく概念丁～と思うんて出すよ。そうい
う具体的な事例がなけ丸1玄・教学ヒいうも41ま意味か・ない・
そういラ具体的ケ事例の中が身数字とい、ラも列た’けが怜・
い出されたハが・数蓉だヒ思ラ。人間という．もIバヒ、 ．牛と
いういと、、島という七のと．．、あるい1弐豆ヒ、1うもの’と・
全くい州で無、縁ハも巧g中に共通．の要素を」発見す一るヒい
ラ熊・力が・」人間にとフて非常ト大事†要素なんて’’すれ。
一見全く関イ系のないよラな王党勇くの中ド、 ／フ列子ナロジ1
一とい∴まレよラバ、そラいラも4を見出し得るという
のは・大安なす、ばらしい飛カす｛Iヒ足うん㍗すパそ．ういう
意味でぺ（、 そこ八段階て’一の仁李てI一すね。 もラ萎文字’州で’き
ちヰってが；その数字をいし’・くソ回すのバ数学だと思ラ
の． ﾍ間室い†れ思・ラんですよ。て笑）数営ヒいうものはそ
ういラわ（†｛1と、払恩いますね。
京師・湯川先生ヅ友達で’・「肴1丘工学プと、一う本を．書
いている先生右vいる。天δ？てる？I
一樋一口 いキ、知リ・まセん。中山っていう人・・・…？
伏見’ ﾄ（先生の理論とドラの伏、要するに創豊／性差増
すつにはゼうし仁らいいかといラこ・と。その方け電気工
学出身有んで．1すが’・湯川さん㍗甘いがトクリェイ㍗ブ’て｝
あ1．たがい’う二とを湯川之←と相談しプびら・ク。リエ
ー、イニテ．！．。㍗亭．増す一1－1けピラレブ（リーいが・も．1．1ハそラ∵・
             3エ
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ラニとを、ヤっておられる。、まあ創造性麦珂突レマ｛いる。人
に1ま美ゆフぱ’ものが・神常に多いんて一すが、そIの方（はネ目
当まともなんビやないがと思っていますよ。レが毛、て
の先生は創豊・ト生（王璽諭をひっ提げて会社（顧問を一してあ’
られる。そしてそこて・1修行書して・←テン1一バ．取れ丁・ξい
う人が’プ・〈コんいるんて一すよ。
 もう秤はタネが’尽きましト。
樋口 開き手Iバ悪いもので’・すから。種村君、伺．がお聞き・
することない？       ・
種本才 以前、京大（・。1．1リさんという一方ピー諸トお邪魔し
↑・こヒが’ご’さ’’いますけれども占
伏見 友あ、そ一ラドっア・がな。
種村中公新書て一、先は．ビ．っ話です一けれど・・も、「笑の幾何
学、、そらことにフいてちょ1とお伺いレ、いことが’ある
んて“す。そ’巧中に先はヒ．I巧マ！カイさん（五声朽②あれ
で・、 お・もレう」いト・話が書いてあソますね。
樋．口  さっ き皇記の方バおっレヤったんて’すが’、一統書す学
会・一番長ネ石の創立のとき巧メ7バ’÷卜、一寺因先生が八
フているんプそうで一す。
伏見 それはさIもあリなんて・．す。寺囲物理学ヒ碓羊諭と
い）よラな意味勿結び■フさズいい支すヒ’、一番有名なっ
1ま概周期、あるいは疑似周期、一Aベ了ラントヘ。ソオディ
シテゲい子はれているこい指摘ですれ・つまリフト
ランダムな週寺乗引】をとると3つの山ヵぐ虫るρ
．てれ1ガ気象台に忠入りしておソますヒ・与居へ気投
ヒが春日巧気反とかいラ時系参リ州いさんあリます．ん
そういラのとながハて、天気予雑をやる人は何らかの惹
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2560Z
昧て＾へ。リオ子I’イ．シティーを才栗じず（いと思うわけて・’すよ。
てれて’、諌言†的にペソオディシティーをオ栗す言古が純えず｝
繰り五されて行われている、そラいラ時代才～ったわけて’I
すよ。 。
 そ の†でこ3フ ご1と に周麦角が・あるなんて いラ言古ヵv必・す“忠
て／るわげて一1寸よ・それで・寺国先生カ・’1でれば単なる統
言†王星象ドよといラことを考文之でく㌣さブトわけて・すわリ
亀田さんと、1度五さんかな、九・2人巧数学名州それを数
学的1・書す単レまして、3フこ・、とになることを」証明寸川㍉
寺固先生ご自身は全／エン亡リカルに、’ 奄hンダパ4ない
τ・もちヤんと．3フこ’1とに忠てくるよ．．．ということξこ．’捕．桶
にならたヵけですれ。それを数掌者1二渡．して証明さ一七す・
んド．と思いますれ・丁亀岡巧定捜」と申・いラ。
随P 一保険谷ネ土ヅ個がkおられアニ方て．’す・れ。
イ大’見 下ニレよラれ。．で・すがらそラいラ意味て’は、寺周先
生の影響は数学渚の方も大川・受けている。
 杯（こうに1ま、ラ度坦先生の書かれた確率論（本ヒいラ
のか、一茅）リまレγ（よ。
 もう1フ不思議なごIとに、末綱先生が確率論（教科書
を書いておられる。
樋p ええ、書いでい．ますね。岩波巧全書がなんかの・ト
さいやフ。
伏見 泉北州ま†くおガレな言芦㌃んで’．、末鯛先生は要する
1・数学基礎論杉’と思ラんで・すが’、基礎諭め先生がフいて”
に確率論の講義ξ一時←されず・んで叩す・ね・先生不承不承や
・ト。C実）
才五口 秤とへ七の研究所て“は、末綱’先生が・す’っヒ所・長εし
て年二亨一れ、亭ヒ．トー率ネ刀卒叩先生・てれかトたん柚ら、
             33
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れトんで・す、めんピげ1でいって。ψ係てI・／左・木．笠
1台．那先生ド来ていトドいr二，一位々木先生に先生列：とる
伺いまし†1・
休’見 I兵あ・そうですか・イ左’く末先生ヒは’先1三ヒ‘’中レ上
Ilナ’†・、山内恭汚先生の力学教室といラ4．か・みると中レ上
け’’まレ†（れ、そこで’何度もあ同トかがブト。伍乏木先生
もしょっちゅ）力学教室に忠人リ．してあられ・プて。講師毛
してムられアこんでしょうれ、きフとθいういろ・数えて’い・
才くト‘’さまレすて。
樋口 そういう関係が一こ’’ざ一いまして、一広1・物理の先生も
い1ラが、物五里学ぴ制饗も受けているんて・・すけれヒ・．も、
一般にはノ余・リよ一くない傾向ですけれど・＾も・充・しろこれヵ’
ら統書す学教室なんがをっ．／って、．専門家的ド養成しょラ
というような介真向が・強いんて・す誠日本て・すと、そラいラ’
ところを出ますヒ・さフ’き巧話し’ヤこ’．ゴけ芦んけれピ
も．みんな井生に考丈わフブく二も↑｛’けて一、（笑）牧神書ハ穴・
用問題のようなことτ三’けレがや5なくなフちヰいますレ
れ．と・・うも余リ本当の、それこそ創立かでIさないといク
カ、…’．い。
伏見ある意味．s・今間い一うの’は不精乍ん〆1恩ラ
んで・すね。不精十’’、 よく職人か仁き’I、石人がたざ’といク
言葉が・あツますが・、人間1ヒいうのは、やつは・リ角！かの身
につけ†〈ナ支考打といフたような毛つを高色えず“ξ豪リ逐一すこと
で’＼自然になるんし・半ないんひレよう申・ボそれで’’少し
ずつ廿がさをらゾけて。余人・まれ・て・きないピるまで．1
行くんで’しょうけれヒ’’も1その人こ冊自’身として1ボげ千
1まそλでいいんす三’と思ラんで・すれ．要す参に、殉芸々ら
陶芸巧弟子人’ 轄ｷし↑・人が1、そ列バ・ターン、．そ（先生②
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バラタ’イAを砥フて、別～ベラダ’イ久をつくソ上げ1ると
Iい う二 と・を し ㌃ ぺ・と ・・が必てパすれ．
ネ亙口  そ’ナしヒ、．ネペピも角石＼力Y言葺桑・（ない石可究ア布にあ・フて
ぜい†くくプ5ニヒ差いいます川学校則先生1ま講義が生く
さん二・さ’’います巧て’、文学（先生なんかのヤってあ・、・られ
る問題を見ますと、救えるヒ寺にもフとうまく考文えると
ヵ＼ そういラ禿徳巧問題が1隻いんて‘’すね。それは必す’し
毛麗、いヒ1まいえないんて・すけ机とlIわ、何かでラいうこと
か’余ソにラ通ぎIる。タドに且が・同がないズ、考文室メ場だけ
6『 ’’・・’．o
う犬’見 そラて・、すね．、・でれば確。かllそ一ラいラニとが・あリIま
一すれ。
樋口・大方E本勾学術といフても・そ．うい一ラタイナて川育
フておりますがら。
伏見 レ；・けラて寸が、教えるヒいラ立句・／畝レても、
何を教えるがヒいラこヒは星抹っ問題て・すれ。・本当ドま
レめに考えるヒ、人を救えるということ1ま、とっても耐
えられない1貫と・むず1がレい問呈三て“すね。 ト’とえ．学生が、い
がに優秀τあ・フたとしても、何を教えるかヒいラごとで．I・
、す札
 というのは、い．ま牧之ていることμもう2～3年た；
τtら才フ’’ソソート1（なってレまフて、、．そんカこヒ孝之えた
フでしょうゲないんヒャないがという・ことを考えるヒ、
いま’勿学生に教えるニヒは、10年ぐ・らい先て一大い．に役に
立フよクなごヒを英一は敢之なきゃい・けないんて・・寸。 レか
し余リ細がい三．と寸ゼI午、お1そらくlO年。先になるピ・恩）
ことか’大一挺タドれちヤラんで・レようれ。て・・すがらlo年先に
二辛率戸？1千はビラ∵うことであるが1基本的ドー玄ビラ∵ラ
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こヒで’あるか、そハ基本的I・ピうなるφ㌧，ヒさに＿香大
事ケ基礎素養を・．ピうしたらふえられるか’といクごとき
考えますと・㌣れはもラ大黄なことなんて‘1すよ．（笑⊇
 †｛’から物三里放尊というこどは、寺派貴＿先生か’発明さ
．れトビいったて1すね。 そ・ごて’円筒関・数とかべ・ソセ1レ閑美文
ヒか、御大有苔破をいかに一v領よ．くコンパ叶卜、エッ
セ・シス†～け教えるが一ラいう干、午が’問題1・’なる時出
兵っトと思．ラんで・・すが、しかレ、一こぺ～げコン．わ一タ
イ普及／てきます一と・て一ういケ了すリァィカバ・綱
がい芸を数えるヒい・う二とは、一体と一人た1け意咳バ，ある
ん仁’ヒいう二とに・当然乍ってくるわけて・すれ。．．．てnすガ
ら・ベッセルフ7ン7ションの公式ケんていラ州ま、．い
まさら放え†・フでしょう声べない々じ’やないでしょラが一
 ち狂うど戦争か1終わっ㌃（ころに、文掌はノ荒廃勿極に直
しておリまして、本当卜先生オバ’なかなか帰一A？てこ㌃い
んて一すよ。みんな疎開し仁リ、1それから’軍事研究に従フ
てし二†。ソレて、戦争中がら戦後／～2年にがI才では・’ま
とんピ先生が・いないんて一すよ。て回すけれと・も、大学閉鎖
しトわけし’キないので’u義・はし布くちゃならない。ぼく
11八面穴宥て・す1∴い㌧人でヵ学も教えれば電碑気
．も歌えれば。（幻 そ（とさド物理放学も教えアぐんて・すIが・、
そのときド古矢印な円荷関数の話をし才でってしよラがな
い・ ｵ・やないかと．忍つ一ﾅ、 それで電気多文学を着丈えす〈．んで・す．
ことにスイソ手写ヒいラヤつを一れ。て朴はまさ1（コ〉ピ
ューター01＾香下ハこと墓考くえ仁のと同しIて’’すれ．
樋一口 ．す’い3くん先年ハ明が一．．．一＿。
久見 そういラ。3・うに、ぼく1よやっ1γリ先を見て、何ξ
承え．るへ一きかと．いラーことをちヤんと教之らといラことに
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乍れ1まH、そんヶ殻01中に閉し’こもっていられな〕はす1な
んて“すよ。
樋口 統計ケんがで一わ、昔②コ〉七。ユーター（ない時代
1＼やっ1ガリ計算1表として確立した毛のバあソますわ。
い ま コ ン ピュー ター一峯イ史え1ゴ1まヒんビー姿ら 布Iく なフ。・た巧
もあリますけれヒ・・毛れ。卜†～ヤつけσリなかなか抜けられ
々いといいまわ一・……。
代見 それはそれ自身て・お屯しろジと≒ろもあリますが
ら仏そ州二位千ていいるア段リ’t楽レ㍗∵わlIブ㍗な’
い。（笑）
樋口 先を見るといラニヒは．い・い・むすIかしい問題一でI
すね。
伏見・・1人の人間という州阜11老て1・角小ザ遍獲得
レ仁才麦肴ξと㌧1うものは、 ヤっ1よ・ソながなづ・才害て・芦刀ナしない。
その．中で喜一らしちゃラビいラこと1こプ・5るヒ思いますれ。
それは李あ人間っ本性上やむを得ないヒ思う。・†｛’・がら問
題は、．師弟閃係を何とがもうケし倉南にす．る。（笑）ゼ1ネ
レーション州委わるこ｝とト委わるとヵい…一。1．一
 、と・う．もぽ’く1ま不勉強て’知ら与いんで1すけれ．ヒ・・毛、立こ・・I
うプラプマ（学問の方なんブ～げと’’、ス1一寺ヤスディシテ
／一D（・t・・！・・七i・～之なんて麦な言葉が・女る∵れから、
これはまず・全然ぽIくは知らないんて・すけれと・一焉Aケーオ
ス（Ch誠S）なんて形容詞があるんてnすか。．そういラ詩を、
言一葉だけでも聞くと、イ可がぼくけソー‘ブゾ□タレてくる。（笑）
本当1女学術会議・の・令長なんがやあて｛そっちの方勿こと
一をやi／たいん†～けれヒ・ポ
組p 最並やっ1ホ・ソそういう意．味て一、いろんな意、欲的な、
．要する一．、にタトヘ六がったことをヤっておられますれ。
            3？
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伏見一 @日本人は、そういう意味て■ま確カー・に閉レ・こもソ五
ぎ’て、才1ノジナソテ1一が’少な∴ですれ。
ネ五ロ ヤっ1まσリタト国の方が’雇除が今1一リます．なんて岬しょラ
けれど’ポ kヒえ1ガそういうIこと。を1ヤって1論文が’忠な
’1うれげ首11ケろという二とも牟る．んでしょう。日．本け
が・むレろ楽なはす’で・すけビ1． 、
伏見 よくごラいラ†。とえ言古が’あるでIしようらこれは半
づ＼ぼ．くヵ、’つくフトトヒ之言書φ・もじれ．．ないけれピも、 フラ
ンス人は伺かア！ア了を点す。ドィ！人か’てれを核考荷的
r体系化する。了×・リガ人がそれを企業化する。日本かI
／i言者1ナる，（笑）
 そういラ仁と一え話が’あクま寸か＾、本当にフラン入人と
い1川．ホオ1ジナルて’’．ある←・∵うことを柿に一卒州・
する国民て・すね。砿試合プラス’マ巧初期のこ引・は、い
うん京子イデアき出す時期が’女フナ1んで‘1すが∵．、そ（ヒき
なんていラのは、／フひ研究所的中でもうてlOも2oわ、
∵そんな一考えて’’もフてハラレ）レトやつ．ていましたれ。本
当に了千デ’アの好・きな二直．中ト’と思います。 大都分はみん
！5・ものに乍らながっブく。 しっ、レ、毛．のにならなくても、
とにが／才リ．ゾナルヒ∵うことで其す’買ってみる今て’す
．ナ｝。 そ十しで．、 ヤらせてみマ ダメ 布らダ’メ ヒ い う こ と’でな
一るドろうと思う。、そ（ことを．やらない限ソ、日本て・・オン
ジ’すリテ1一は払てこ布いんし一ヤないで一レようがれ。フ
まダ 牛’ト’を瓦停て∵ ぽ’くは大づ本一〇岬やってみて 〕国
威功すれ1ゴ御（字す～．と恩ラんで・すよ・。本当は100ぐらい
やって1っぐらい儲がれば’｢いといラこけIヒ恩ラんナ4
’けれヒ・・も。その牙至度1・：才’リシ’ナルなことをヤってみみヒ
∵ラことがないヒいけませんれ・
            38
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樋口 肩芙1二儲かるニヒしがもうヤリ主、ヤんかられ1
休’見・’ 蜻ﾌ結果4わかっていろ、数字が・1σになるか旧（
なるがわがら一ぬけれヒ・1も、ヒにかく何か数字か1払セ＜る
ことが’わヵ・るヒいラよラなことだと、日本（研牢岩はみ
んなやろんて吋よ。†ぞけピ、そもそも’博嘯ｪ出るか・宏な
いが加’・ら布いな．んでごヒはなさらない．
祖口で七科研貴なんつ・でも・ちゃんと．毛う鯖果か1法る
よ う なもの て“㌃いと、 ながな力、お金が’来与、、ヒい う よ ラ
布イ頃角て一すよθ
休’見†｛’がら科学研究黄といういは、そ一うい）意ワ表て…
井苧に大きなジ■レンマだと、思うんて・・すわ。審査するとし・
う二とは、本当トまし・めドやっているかどうかは別問題
とし、て、まい．あにヤるヒ寸れば’、フ本リ当すてる率の大き．
いやうを探刷．するということで’’、．そ．れは結局黒、・難ゼとい
うことで’’すれ。て・・すがら、あれはシーレンマプ～と恩ラんで．’
すよ。 フまリ粁研青で’才ソジ’ナル有毛のを期待一して毛、
ぼ’くは無三里す～と思ラんで’’すれ。 そのナ（めには審査方ラ麦を
全、禁二安えちゃラ．
 そ・れで・ぼく・バ前がらいっているの1な、博’彦論といラの
があリまレて、石馬を発見する人間をまず’’溌見する。そ
してそ勿博’労に一中刀を任セてしまラ。
樋口 なるほど。発見する人間き斗す＾虎児す’る．
伏見．1玄・〈なんが全然博’労役にもなれ㌃いんでIすよ＝ぽ一
くが・大レト男し・やない存と、思う男．が’えらいづ士妾を・す多し、
・文いト頼みに思ってい†・（が㌧向1い夕としない。（笑）て
ういう意咳では、げくはもラ博勇才・る賞格は全然ない・
寸土の中に1よレヵ・し、†専’労孝更とレてリフは’．，な方はろやんと
．㍗られますれ一
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樋口 てうで’わ㌧寺1引先生なんかビ1ってIしょプ
体’見 寺田先生1よこ’自小（仁李の才か・あ・／トtしかったとい
う面が友ソますから、寺団物五里学・のだ話手さ々アてち1ま、
中谷さん《ような。r流の方も一あ’られますが∴てれほど’て．’
㌃い方七才目当おら＾ますれ、。それ・は当字ざ②諸ドとノ忍タん
で＾す。・
 ば1が’いフも博’男役（側ヒして挙け’’る引ま1仁科芳雄
ピ吾川秀柘寸との関係なんて・すわパ朝’ iざんもそ一うて・す州、・
湯川、朝永を発見しト巧は、仁科先生の一大傑作た’ヒ思
いますれ。仁科先生・こ“角牙は余グ才ソソナリティー勿な
い方て’すれ。コペ。シハーデンで’立代物理学っ発孟を身1く
フ1すてこられて、「クライン＝づ二才千句云弐、 ヒいう（を虫
しk勿てn有名て“すが’一・これはテフラ・ブフか・串しア・理ま倉を、
兵るイフI’サ’㌧γル11通刑しア・演曽問題を艀いたヒいラこ
IとてIすがら1才ソジナルな何事とはいえない了”すれ。で’
すがらぼ（．1ま、っこネ矛先生はあしろ博’労役ヒしての資格（
玄が’はるかに高がつトと思いますね。数学のオてH七そラ
な．ノしし’’やないて”しょ一う力、。
ネ壷Lロ   マ う て＾1ダ ヵ、ナみ。
伏見 創造、フまソ破壊レ、て伺がやるヒいうよラな男1Iま
概して日本（社会て■ま生きられケいんて・す。っ主リ人を
傷’フけるような男ヒ1．・去州ま、日本月ネ士会ではダメなん
て・すよ1福徳油滴な人て・・ないと、日本．のネ±会て・・は生きて
、、カ’ナしプ本い。
 て回すがら、そういラ人間は日本（ネ士会からははし’’き出
されて←まプて・フ“レづン・ドレン（』州れんザ孔i孔）レ
て大抵了・リガへ行プてしま1＿了λリガに．行くと・そ
ういラ人間が’．ちヤんビネ士会の中で生きていけるんて＾すれ．
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で1すから、日本（ネ士分が持っ根本的な文7角  欠陥ビ半
なくIて、本当けいい方なんて‘’し・よラけれど・・も。という列
は、それか・・あるがかえ1・、B本巧ネ土台といラ州よもメす
ご一く安穏なんで・す。で’すが】才リジナリテづ一といラ観、紅
がらいくと、非常1・間遮いて…す加。（笑）忠る（いは一全音戸
打たれろようトなってい、る。虫てはいけないことになっ
ているわけて一すから、す～がら才リジナリテづ一は宏てこ
ない．で．すガら、そういう人ξ育てるプく川1は、がばフ
てヤることφ・．必要なんだ’な。そ）いラ意喋rは、ぽ1・け一
1専房！し1う小臼わネ±会て・1は持卜必要十三・’ヒ思1・ます。
植口千うて・1しょうれ。しかレ、ての博多はた見っ㌧ｯ
るという一予の博勇には充生は適格去んじ・吋し・↑しょ
うが．・一（笑）
 と・・う毛表くお邪魔いたレ麦レマ、あ一つが乞ウ∵マ・．いま
しI g。
・姐
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